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　計算機とメモリを接続，手動テストを繰り返し，正常な動作と見た．「誰かプログラムを」
と後藤先輩が叫び，2進パターンで数語のプログラムを紙テープにパンチして渡す．読み込
まれたプログラムは予想通りに動作し，1958年3月26日夕刻，パラメトロン計算機PC-1が
誕生した．生涯忘れ得ぬ感動の刹那であった．
　「バイオインフォマティクス」（エディタ山下博之）が特集．ヒトゲノム解読が終了（だれ
のゲノムか?）したが，広範囲にわたる情報技術が不可欠だったのは明らかだ．7編の各論を
お楽しみに．3月の大会の特別トラック「バイオ情報学」の基調講演は聞くつもりだ．
　粉飾決算は企業の命をも容赦なく奪う．決算を計算機でチェックするにはまずフォーマ
ットを決める必要がある．高橋規生他の「動き始めた財務会計データ標準　XBRL」はやは
りXMLベース．BRはbusiness reporting．昨年8月にはBMLなる言語もあってややこしい．
いいと分かっていても普及が遅れているようだ．IPv6と同じか．
　戦後はよく停電し，ろうそくの世話になった．ピアノコンサートの途中で停電．闇の中で最後
まで演奏が続いた．計算機屋の理解する電気は弱電どまりなので，「電力安定供給のための情報
通信技術」（芹澤善積）を読み，安定供給を目指す巨大システムが構築されていたと初めて知る．
　東京の千住におばけ煙突という名所が（1964年まで）あった．走行中の電車からその方向を
眺めると，煙突が2本に見えたり3本に見えたり4本になったりした．煙突の実際の配置の推
理に人々は楽しんだが，それが元祖コンピュータトモグラフィである．今月のプロムナードは
川合慧による「ディジタルトモグラフィ」．ほぉっ !?と思うような存外面白い解法であった．
　今月のWebサービスでは倉沢良明が「情報システムにとってのSOAの役割」を力説するが，
3文字ワードのパラダイムが次々と現れては消えていく歴史の部分をエンジョイした．
　組込みソフト産業の連載は「組込みソフトウェア高品質化へのアプローチ」（平山雅之）．
プロダクト品質，プロセス品質などの説明のあと，（我が国では）トラブルは発生すべくして
発生しているとは困った指摘である．「仕様書の不備」？　ありうることだ．
　以前アメリカで知人に電話したらいきなり留守番電話にまくしたてられた．本人はいるの
に仕事中に割り込まれたくないかららしい．おれおれ詐欺も敗退する．そういう使い方は最
近どう変わったか．アメリカ ITまわりは廣瀬正で「米国流－新しい電話の使い方」を書く．
　学会のアクレディテーション委員会のWebページの管理を担当しているので，「高機能
Webサイトを手軽に構築」（生活向上委員会藤井直人）みたいなものは気にかかる．しかし
結構ややこしそうで，私の仕事はまだ当分手動かも知れんな．
　連載情報技術と教育の最終回は宮原秀夫が「デザイン力」の必要性を説く．デザイン力 ＝シ
ーズとニーズをマッチさせる力 ＋センスである．したがってセンスも養成することになるが，
これは養成できぬ，生まれつきもっているものだという説もある．あなたはどう思いますか．
　名著名論は五島正裕がPattersonのRISCを，阿草清滋がWeinbergの心理学を紹介す．bit

は1981年からJerry Weinbergのイーグル村通信を掲載した（木村泉訳）．編集子はJerryに
（本書が出た直後の）1972年に英国で，1982年に東京で会い，いつも面白い話を聞いた．
「プログラミングの心理学」には25周年記念版があり，訳書は2月下旬に出版の予定．
　占部浩一郎他のアジアITは韓国の番．韓国の秋葉原（龍山）の話題もあるが，韓国のIT戦略
が紹介されている．シンガポールから韓国へ来ると日本へ帰ったような気がするとか．わかる．
　編集子の神保町のオフィスから「変貌する秋葉原」（遠藤諭）に建設中のクロスフィールド
が一望できる．つくばエクスプレス（TX）だけでなく，秋葉原全体がいま激動している．（咊）
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